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市民連合では、活動における女性差別の撤廃とジェンダー平等の実現に取り組みます。 

 

意思決定の場におけるジェンダー平等を実現するために、代表者、参加者、発言者のパリ

テ（男女均等）をめざし、それぞれの運動や会議体において具体的な原則や計画の合意形成

を進めます。公開の活動においても同様にパリテ原則を心がけます。 

 

無償のボランティア参加による市民運動では、時間、仕事、家事負担などの制約から女性

や若者などがそもそも参加しにくい面があるのは事実ですが、だからこそ、できるだけ多様

で開かれた運動をつくらないことには、参加者がかたより、次第に仲間内でしか通じない言

葉や発想に閉ざされ、運動そのものが先細りしていってしまいます。 

 

もちろん、女性だから、若者だから、と言って、参加や発言を無理強いして過剰な負担を

加えることがないよう気をつけなくてはなりませんが、会議や活動の時間や形態など、でき

るだけ多様な参加が可能なように調整しましょう。 

 

また、普段から活動を中心で担っている中高年男性は、ジェンダーバランスを踏まえ、自

ら手を挙げたり発言したりする前に一呼吸おいて、他の方の参加、経験、発言の機会を結果

的に奪ってしまっていないか、気をつけるようにしましょう。 

 

運動の内外に構造的なジェンダー・バイアスがあることを認識した上で、お互いをリスペ

クトしあい、運動を活性化し、持続可能なものにしていきたいと、私たちは考えます。 

 

以上 


